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 1 人 1 台タブレットを活かし、タブレットを活用しながら探究サイクルの一連の流れを学びました。 

 紙媒体で行っていた活動をタブレットにすることで、発表資料への工夫の幅も広がりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生の振り返り 
 

【成果】 
・自分なりに見やすい資料が作れたと思う。質問にもしっかり答えられた。 
 

・資料に書かれていたこと以外にも説明できた。 
 

・資料が見やすいと言ってくれた人がいたので良かった。 

 

【反省】 
・人に伝わりやすく発表することは難しいと思った。ちゃんと話すことを考えておこうと思った。 
 

・プレゼン資料に文字ばかりを使っていて、表などを使えていなかった。 
 

・スライドを読むだけの発表になってしまった。 

【目的】 

SDGs を切り口に探究サイクルを体験することを通して探究プ

ロセスを学ぶと共に、社会と自己のつながりを実感する。 
 

【学習の流れ】 

1 時間目 グループ・分野・テーマ決め(8分野に分かれる) 
2 時間目 情報収集の方法を知る 
3 時間目 情報収集・プレゼン準備① 
4 時間目 情報収集・プレゼン準備② 
5,6 時間目 グループ発表会 

 
【発表形式(8人 1グループ)】 
・発表 3分＋質疑応答 2分 
・発表後、全体を通しての振り返り  

互いの発表資料を送
りあって、手元で見な

がら発表を聞けます。 

 

〇生活科学分野の視点での発表資料 

〇人文学・芸術分野の視点での発表資料 

探究サイクル・情報収集の方法
について学ぶ様子。 

担当から：今回は、探究サイクルを学ぶとともに、1つのテーマに関して、様々な視点から見ることの重要性を実感できたのではないかと

思います。今後、自身の興味関心に沿って探究を進める際にも視点を変えて考えることに挑戦していってください！ 


